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 11 月はジョウビタキなど小鳥やカモの仲間、冬鳥が到着する季節です。 

１．先月１０月、主役のノビタキは出なかったが、ツツドリなど秋の渡り鳥が次々に  
久しぶりの青空でまるで真夏のような気候、秋の渡りの小鳥を期待して出発。毎年この時期に来るノビタキを

求めて、いつもとはコースを変え皆で探すも、全く見つからない。仕方なく通常コースに戻り、歩くも見つかる

のは留鳥のみ。淀川は大変な増水でカモたちは全く浮いていない。真夏のような日差しで暑く参加者のフラスト

レーションはたまるばかり。ところが、良くしたもので昼食後、ツツドリ、メボソムシクイ、オオルリ、キビタ

キ、コサメビタキと次々に出現。フラストレーションは一気に

解消。めでたし、めでたし。 

２．今月紹介する鳥はミサゴ   

今月はミサゴを紹介します。牧野は対岸の高槻側に大阪一の

ヨシ原（鵜殿）があることから、毎年冬になると猛禽類がいろ

いろ観察できるが、中でもミサゴは魚を餌にしていることもあ

り、淀川中洲に休んでいることもある。ミサゴの英名オスプレ

イは、アメリカ軍の最新鋭輸送機に名づけられ有名になった。 

ミサゴはこれまでタカ目タカ科に所属するとされていたが

2012 年改訂の日本産鳥類目録第 7 版で、タカ目ミサゴ科とな

り、科として独立した。その理由として、 

①足の裏側に魚を落とさないようにするためのギザギザがあること、   ↑ミサゴ 131201 (堤 潤氏) 

②魚を捕らえやすいように第４趾がぐるっと後ろへ反転し、前２本趾・後２本趾になっていること 

③鼻孔に、水中に突っ込んだ時に便利な「弁」があること、 

などがある。 

今日はミサゴが飛んで、魚を取るためにダイビングしてくれるといいのですが、どうでしょうか。 
      

３．牧野探鳥コースの樹木伐採はいつか？？  

 ９月に淀川対岸の高槻市「三島江野草地区」等で、木を切

ると淀川河川事務所からの連絡で、現地を確認しました。野

草地区が樹林化しつつあり、やむなしと連絡しました。牧野

コースについては、今春４月に両サイド５ｍ幅での樹木伐採

を、予定していると聞いていますが、その後の情報はなく、

今年度中に切るのかどうかもわかりません。    

４．コースで自転車にぶつからないように 

 牧野探鳥会は他の探鳥地に比べ鳥が多いけれど

も、探鳥コースに「トイレが無い・自転車が危ない」

の二重苦が、アキレス腱になっています。 

特にサイクリング車が一日数百台、猛スピードでひっ

きりなしで、ぶつかると怪我をして痛い目に合うのはバ

ードウォッチャーです。 

前後左右に目を配り、「自転車から自分を守る」 

ようお願いします。 

５．次回 12 月 4 日(第 1 日)9:00～14:00  そして次々回 1 月は 7 日（第 1 土）    

次回 12 月は今年の終了回、次々回は新年 1月です。 

1 月の定例開催日（第 1日曜）が 1月 1日なので日を変え、第 1土曜日の 1月 7日に開催します。 

冬は一年中で最も鳥が多い季節。牧野では毎年この季節 50 種前後観察していますが、コースで木が伐採され

ると 10 種近く減ると予想されます。そんなことから 50 種観察できるのは今冬で終わりかもしれません。 

160904 探鳥コースを通過する自転車部隊 

160915 三島江野草地区 



  

牧野探鳥会 観察鳥リスト 
科名 鳥名　

9/4 10/211/512./3 1/7 2/5 9/4 10/211/512./3 1/7 2/5

5 キジ キジ 23 1 418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1

21 カモ ツクシガモ 1 420 モズ モズ 47 6 17

26 カモ オカヨシガモ 22 435 カラス ハシボソガラス 54 5 4

27 カモ ヨシガモ 5 436 カラス ハシブトガラス 52 18 12

28 カモ ヒドリガモ 22 438 キクイタダキ キクイタダキ 7

29 カモ アメリカヒドリ 5 442 シジュウカラ ヤマガラ 6

30 カモ マガモ 26 443 シジュウカラ ヒガラ 1

32 カモ カルガモ 43 445 シジュウカラ シジュウカラ 48 30 15

34 カモ ハシビロガモ 1 452 ヒバリ ヒバリ 32

35 カモ オナガガモ 6 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

36 カモ シマアジ 1 457 ツバメ ツバメ 28 15 46

37 カモ トモエガモ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 9 1 46

38 カモ コガモ 30 461 ツバメ イワツバメ 18

42 カモ ホシハジロ 14 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 54 30 50

46 カモ キンクロハジロ 16 464 ウグイス ウグイス 50 2 3

47 カモ スズガモ 2 466 エナガ エナガ 40 18 18

59 カモ カワアイサ 22 476 ムシクイ オオムシクイ 1

62 カイツブリ カイツブリ 18 477 ムシクイ メボソムシクイ 3 2

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 24 480 ムシクイ センダイムシクイ 4

74 ハト キジバト 52 8 6 483 メジロ メジロ 39 8 13

127 ウ カワウ 51 4 2 492 ヨシキリ オオヨシキリ 14

139 サギ ゴイサギ 7 1 499 セッカ セッカ 13

141 サギ ササゴイ 9 506 ムクドリ ムクドリ 51 34 20

144 サギ アオサギ 53 7 4 508 ムクドリ コムクドリ 3

146 サギ ダイサギ 50 7 9 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

148 サギ コサギ 41 7 3 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

153 トキ ヘラサギ 1 521 ヒタキ シロハラ 24

166 クイナ クイナ 2 522 ヒタキ アカハラ 1

170 クイナ ヒクイナ 3 525 ヒタキ ツグミ 26

174 クイナ バン 4 1 533 ヒタキ ノゴマ 1

175 クイナ オオバン 15 536 ヒタキ ルリビタキ 1

185 カッコウ ホトトギス 1 540 ヒタキ ジョウビタキ 26

187 カッコウ ツツドリ 1 1 542 ヒタキ ノビタキ 6

192 アマツバメ アマツバメ 2 549 ヒタキ イソヒヨドリ 11 2

195 チドリ ケリ 16 552 ヒタキ エゾビタキ 1

202 チドリ イカルチドリ 6 554 ヒタキ コサメビタキ 6 3

203 チドリ コチドリ 16 558 ヒタキ キビタキ 6 2

204 チドリ シロチドリ 4 560 ヒタキ オジロビタキ 1

227 シギ チュウシャクシギ 2 561 ヒタキ オオルリ 4 1

235 シギ アオアシシギ 1 569 スズメ スズメ 54 35 21

239 シギ クサシギ 2 1 573 セキレイ キセキレイ 11

241 シギ キアシシギ 1 574 セキレイ ハクセキレイ 48 6 5

244 シギ イソシギ 33 2 575 セキレイ セグロセキレイ 46 9 5

251 シギ トウネン 1 584 セキレイ タヒバリ 9

286 カモメ ユリカモメ 15 586 アトリ アトリ 18

293 カモメ ウミネコ 2 587 アトリ カワラヒワ 51 10 13

294 カモメ カモメ 1 588 アトリ マヒワ 6

299 カモメ セグロカモメ 8 592 アトリ ベニマシコ 24

307 カモメ コアジサシ 4 600 アトリ シメ 21

339 ミサゴ ミサゴ 31 602 アトリ イカル 9

340 タカ ハチクマ 2 610 ホオジロ ホオジロ 50 2 4

342 タカ トビ 38 4 3 614 ホオジロ ホオアカ 1

349 タカ チュウヒ 1 617 ホオジロ カシラダカ 16

355 タカ ハイタカ 13 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

356 タカ オオタカ 11 624 ホオジロ アオジ 29

357 タカ サシバ 1 628 ホオジロ オオジュリン 7

358 タカ ノスリ 15  キジ コジュケイ 7 2

366 フクロウ オオコノハズク 1  ハト カワラバト(ドバト) 53 48 16

383 カワセミ カワセミ 46 3 2  カッコウ カッコウSP 2

388 キツツキ アリスイ 4 カモ アイガモ 1

390 キツツキ コゲラ 42 4 10

393 キツツキ アカゲラ 1 27 36

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 16 324 364

407 ハヤブサ ハヤブサ 15 16 24
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